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5月25日［土］     6月2日［日］

[主 催 ] 東京学芸大学附属図書館　[共 催 ] 中古文学会

[会 場 ] 東京学芸大学附属図書館１階ラーニングコモンズ

[開館時間 ]平 日 8:30-21:30 / 土･日･祝 11:00-18:00
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5月25日［土］　 5月30日［木］
往来物等特別コレクション展示期間

「広重『源氏物語五十四帖　若紫』, 嘉永５. 国立国会図書館デジタルコレクション」を改変して作成 



出会い、学ぶ『源氏物語』 

―東京学芸大学附属図書館 教育コレクションから紐解く―

　平安文学ひいては日本を代表する文学作品の一つである『源氏物語』は、現代でも高等学校

古典の教材として教科書に取り上げられ、学び続けられています。本展示では、こうした学習教

材としての『源氏物語』に着目し、東京学芸大学附属図書館の教育コレクションから江戸時代

における初等教育書である「往来物」、近・現代における検定教科書を紐解きます。

　本展示を通して、江戸時代から現代までの学びの場において、学習者はいかに『源氏物語』と

出会ってきたか、また『源氏物語』が教材としていかに位置づけられ、扱われ、学ばれてきたか、

資料をもとにその歴史の一端を辿っていただく機会となれば幸いです。

『絵入注釈百人一首』 嘉永 1（1848）年

『初登山文章』（手習師匠手控書）矢沢敬親 書
安政 7（1860）～万延 1（1860）年　

『女源氏教訓鑑』 元文 1（1736）年

左『小學国語讀本：尋常科用 巻 11』 昭和 14（1939）年
右『初等科國語 7』 昭和 17（1942）年

附属図書館正門

北門

東門

*往来物等特別コレクションの展示は 5月25日（土）から 30日（木）の間となります。

2024 年 5月 25日（土）～6月 2日（日）

特別コレクション展示期間：5月 25日（土）～30日（木）

[開館時間 ]平 日 8:30-21:30 / 土･日･祝 11:00-18:00

[ 会 場 ] 東京学芸大学附属図書館１階ラーニングコモンズ

[主 催 ] 東京学芸大学附属図書館　[共 催 ] 中古文学会

附属図書館ウェブサイト 教育コンテンツアーカイブ

展示資料（一部）




